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私は2015年にELSIを訪れ、ここの科学者やスタッフの、
極めて人間らしい姿を捉える仕事に取り掛かった。ELSI

に来る前は、10年にわ
たり、芸術写真家や報
道写真家と共に仕事
をしていた。彼らが写
真家としての私に与
えてくれた最も重要
なものは、友 情と冒
険、そして、さまざま
な点で私を成長させ
てくれたことだ。

長年写真家をやっ
てきた私は、何事も主
に視覚によって考え、
理解する。旅をするこ

と、時間に縛られないこと、そして、人々と交わることが、
私のインスピレーションとアイデアの源だ。

被写体が私とどう関わり合うかが、写真を創造する過程
で極めて大きな意味を持つ。ある人物がどのように立って
いるか、その人はどんな表情か、自分が置かれているとこ
ろで、心地よく感じているのか（それとも、不快なのか）
─このような情報を、写真を撮るときの私は探してい
る。外から見えるこれらの事柄をまとめあげ、そこに他の
諸々のことをたくさん加えれば、ひとりの人間を決定して
いる本質の一部、その人の奥深くにある何かを、捉えられ
るかもしれないチャンスが、写真家に訪れるのだ。

ELSIの科学者たちはどんな人間なのかを、一般の皆さ
んに見てもらう必要性を、私はひしひしと感じている。
ELSIの研究者たちの姿を、ぜひ見てもらうべきだ。そうす
ればきっと、彼らのことをよりよく理解してもらえるはず
だ。彼らは、素晴らしい、そして、粘り強い集団なのだ。

Nerissa Escanlar・写真家

さて、ここまで、ELSIに滞在した
間に私が学んだことの一部をご紹
介したので、ここからは、私自身に
ついて少しお話させていただきた
い。

私は、40年以上にわたり著述業に
携わっている─ワシントン・ポス
ト紙とフィラデルフィア・インクワ
イアラー紙の編集局が主な仕事場
だが、それ以外に２冊の本を出版
している。『First Contact: Scientific 
Breakthroughs in the Search for 
Life Beyond Earth（地球外生命を
求めて：宇宙は生命にあふれている
のか？） 奥田裕士訳、ディスカヴァ
ー・トゥエンティワン〔2011〕』は、2011年にサイモン＆シ
ュスター社によって出版され、『Mars Up Close: Inside 
the Curiosity Mission（未訳）』は、2014年にナショナル
ジオグラフィック・ブックスより刊行された。

また、この２年間、NASAが提供する、太陽系外惑星や
宇 宙 生 物 学 を テ ー マ と す る コ ラ ム、『Many Worlds』

（www.manyworlds.space）を執筆している。
この十年あまり、私は宇宙、宇宙生物学、そして科学に

注目してきた。それ以前は、何年にもわたり、記者や海外
特派員として、科学以外のほとんどすべてのことについ

て書いていた。それが一変したのは、ワシントン・ポスト
でNASA関連の報道の担当になったのがきっかけだっ
た。それ以降、以前の守備範囲に戻りたいと思ったこと
は一度もない。

科学に取り組むこれほど多くの人々が、男性、女性に
関わらず、何を研究し、測定し、どんな仮説を立て、何を
発見しているかを学ぶことは、困難だが素晴らしく、ま
た同時に、大きな喜びでもある。そして、ELSIの科学者
の皆さんには、時間を割いて、自身の研究について私と
一緒に話をしてくださったことに感謝申し上げます。

Marc Kaufman

� ©Jennifer�Spelman
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地球のような惑星はどうやってできたのか？　生命誕生前の地球に

おける化学（地球化学）はどのようにして生化学になり生命を誕生させ

たのか？　何が起き、何がそのような発生を可能にしたのか？

これらの疑問が、ELSIでの研究の根幹にあるものだ。
これらの疑問に答えることは難しい。実際これらは、成長しつつある

地球の起源の研究所、生命の起源の研究所、ELSIだけで答えられる問
題でもない。この変化を理解するとは、我々の惑星・地球の誕生と変化、

その核と大気の進化、生命の構成物が通ってきたごちゃごちゃしたプロ

セス、生命の誕生、他の惑星での生命の可能性、生命はどのように進化

し地球を変えたか、を考えることである。そしてこの冒険には必然的に、

生命とは何か、生命はどのようにしてそれ自身を知らしめるのか、とい

う科学的な曖昧さがある。

どんな科学者グループにとってもぞくぞくするようなチャレンジで

いっぱいなのだ。


